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【短報】伊豆諸島三宅島からのタテスジヒメジンガ
サハムシの記録

タテスジヒメジンガサハムシ Cassida circumdata 
Herbst, 1799 は，日本および中国，東南アジア，南ア
ジア，ハワイ，パラオ，ミクロネシアなどに広く分
布している （Borowiec, 1999; Gressitt, 1955; Samuelson 
et al., 1999; Takizawa & Kusigemati, 1996）．これまで，
日本国内では硫黄島および中硫黄島，種子島，屋久
島，宝島，奄美大島，喜界島，徳之島，沖永良部島，
与論島，沖縄島，浜比嘉島，藪地島，津堅島，伊平
屋島，瀬長島，渡名喜島，久米島，南大東島，宮古
島，石垣島，波照間島，西表島，与那国島，魚釣島
などの小笠原諸島や南西諸島以南の島々から記録さ
れていた （Azuma & Kimoto, 1981；今坂・祝，2007; 
Kimoto, 1966, 1980； 木 村，2011； 小 濱，2010； 楠
井，2017；楠井・宮城，2017；長嶺，2007；永田，
1993; Nakane & Kimoto, 1961a, b；重藤，2019a, b；高
橋，2012; Takizawa, 1982；滝沢，2014）．しかし，近
年，分布を北へ広げており，伊豆諸島八丈島や大阪
府，奈良県，岡山県，宮崎県において発生が確認さ
れている （藤江，2017；川畑，2010；中武，2009；

奈良県，2020；大阪
府，2012； 東 京 都，
2004；末長，2016）．
な お， 末 長 （2016） 
によると，岡山県の
記録は室内に置いて
ある飾り花の下に落
ちていたものであり，
偶産である可能性が
あるとされている．
ま た，Chûjô （1934） 
に おい て 素 木 得 一
博士が ＂Kagoshima＂ 

で採集された標本を基に ＂Japan proper （Kyûhû）＂ か
ら記録されており，Chûjô （1935, 1957） や Chûjô & 
Kimoto （1961） においても本種の分布にそれぞれ

＂Kyushu＂および＂Kagoshima in Kyushu＂，＂Kagoshima＂
が含まれている．しかし，Chûjô （1961） では，本種
の分布から九州が除かれており，Kimoto （1966） に
おける本種の分布では＂Japan （?Kyushu）＂とされ，
その後の文献からは本種の分布から九州が除外され
ている．本種の正確な分布や九州への侵入時期の把
握のため，過去の標本を調査する必要がある．

本種はハマヒルガオ Calystegia soldanella やヨウ
サイ Ipomoea aquatica，サツマイモ I. batatas，モミ
ジバヒルガオ I. cairica，コダチアサガオ I. fistulosa，
ヤツデアサガオ I. digitata，ノアサガオ I. indica，ア
サガオ I. nil，グンバイヒルガオ I. pescaprae などの
ヒルガオ科 Convolvulaceae の植物を寄主植物とし 

（Chûjô & Kimoto, 1961；重藤・吉武，2020；滝沢，
2014；東京都，2004），幼虫・成虫共に葉を食害す
る．特に，サツマイモの害虫として知られており （日
本応用動物昆虫学会，2006；小濱，2010；高良・東，
1970），発生が確認された都府県では病害虫発生予
察特殊報を出すなどして注意喚起を行っている （奈
良県，2020；大阪府，2012；東京都，2004）．

今回，筆者の一人である瑤寺が，2018 年 5 月に
伊豆諸島三宅島において昆虫相の調査を行った際に，
本種を採集しているので，同島初記録としてここに
報告する．本報告は伊豆諸島からの 2 島目の産地と
なる．

3 exs., 東京都三宅村坪田長太郎池付近，12. V. 
2018，瑤寺採集，重藤保管．（図 1）

ノアサガオのスウィーピングで得られた．採
集地 （図 2） では同時にヨツモンカメノコハムシ
Laccoptera nepalensis Boheman, 1855 も複数得られて
いる．本種はタテスジヒメジンガサハムシと同様に

図 1．三宅島産タテスジヒメジン
ガサハムシ．

図 2．三宅島におけるタテスジヒメジンガサハムシの生息
環境．
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南方系の国内移入種であり，その採集データは重藤
ほか （2020） で記録済みである．

これまでの三宅島における昆虫相調査ではタテ
スジヒメジンガサハムシは記録されておらず （大野，
1968；大野ほか，1967；渡辺・相馬，1972），三宅
島には比較的最近侵入したものと思われる．近年，
本種と同様にヨツモンカメノコハムシの日本本土部
や伊豆諸島への侵入・定着が多く確認されており 

（大原・山田，2020；重藤ほか，2020），三宅島にお
いても 2012 年にはすでに確認されている （竹内ほか，
2012；東京都，2012）．両種ともに，サツマイモを
寄主植物としており，サツマイモ苗の移動に伴って
分布を拡大している可能性が高い．また，三宅島は
観光地として人の往来が激しく，人や荷物に付着し
て侵入した可能性もある．今後，これらの種のさら
なる分布拡大を予防するために苗を移動させる際に
は，苗を洗浄することや服や荷物に付着していない
かを確認するなど，細心の注意を払う必要がある．

末筆ながら，原稿を校閲し，有益なご助言を下さっ
た東京都の南雅之氏および文献を恵与下さった岡山
県の末長晴輝氏に厚くお礼申しあげる．
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【短報】群馬県と茨城県におけるリュウキュウダエ
ンチビドロムシの記録

リ ュ ウ キ ュ ウ ダ エ ン チ ビ ド ロ ム シ Pelochares 
ryukyuensis Satô, 1966 は，伊藤・前原 （2017） により
本州での分布が周知されて以降，本州～九州の各地
で記録されるようになった種である （中村，2019；
橋爪，2019）．関東地方においては，これまで千葉
県 （君津市：中村，2019），東京都 （港区：野村ら，
2019；稲城市：伊藤・前原，2017），栃木県 （足利市：
大川，2020a；栃木市：大川，2020b）の 3 都県から
知られている．筆者らは，群馬県および茨城県にお
いて，両県から初記録となる本種を確認しているの
で以下に記録する． 

9 exs., 群馬県板倉町海老瀬 （渡良瀬遊水地），16. 
VI. 2020，小林栄一・小池正之採集，ぐんま昆虫の森
保管；1 ex., 同所，11. VII. 2020，中村涼採集，保管；
1 ex., 茨城県古河市立崎，8. XII. 2019，神澤由己採集，
保管．

群馬県の 2 例は，渡良瀬遊水地での灯火採集で得
られた．6 月 16 日の灯火採集地点の付近には谷田川
が流れており （図 1），採集個体が遊水地内の湿地と
川のどちらから飛来したかは不明である．7 月 11 日
の採集個体は，採集地点の立地からして，遊水地内

の湿地から飛来したと思われる．茨城県では，渡良
瀬川河川敷において，洪水時に堆積した枯れ草など
を篩にかけることによって得られた．種同定は伊藤・
前原 （2017） に拠った．大川 （2020a, b） の記録も含
め，上記の産地はいずれも渡良瀬川流域の近接した
地点であり，本種はこの地域に広く分布すると考え
られる．

末筆ながら，標本の採集・同定に協力いただいた
小林栄一氏，小池正之氏，ぐんま昆虫の森の金杉隆
雄氏，茨城県のチビドロムシ科の記録についてご教
示いただいた大桃定洋氏に厚く感謝申しあげる．
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